
＜校章由来＞ 「みねかえで」を象る             
「みねかえで」は、西駒や仙丈のような崇高な 
高山に自生するカエデであって、校歌の「その 
心高く清かれ」の願いを表すのにふさわしい。 
また、葉の形が上品であり、7 つに分かれてい 
ながら、全体として上方に向かう動きをもって 
いる。この「7 つ」は、「おめでたい」意味があり、（七福神・七五三）、
「完全」の意味があり（七宝）、「世界全体」（七つの海）の意味をもって
いる。全体として上方へ向かうのは、伊那中生徒がはつらつとして日々を
励んでいる動きを示している。これによって、個人の完成と世界市民への
志向を象徴している。        （昭和22 年制定） 
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年間行事計画（抜粋） 
月 主 な 行 事 

4 月 １学期始業式，入学式，家庭住所確認，第１回生徒総会，部活動発足，授業参観・PTA 総会 
5 月 復習テスト(３年)，部活参観，道草の日，春季クラスマッチ，全国学力学習状況調査(３年)  

6 月 南信陸上，中体連南信大会 

7 月 １学期期末テスト，吹奏楽南信大会，中体連県大会，終業式、夏休み，西駒登山(２年)，保護者懇談会（３年） 

8 月 合唱県大会，２学期始業式，修学旅行（３年），総合テスト(３年)，祖父母参観日・PTA 懇親運動会，吹奏楽県大会 

9 月 中体連新人中南信陸上・ソフトボール  

10 月 第７４回泉が丘祭，職業体験学習(２年)，２学期中間テスト・総合テスト(３年)，中体連南信新人大会，中部連合音楽会 

11 月 道草の日，授業参観・給食試食会，生徒会選挙，２学期期末テスト・総合テスト(３年) 
伊那市キャリアフェスティバル，中体連上伊那・南信新人大会，小学生中学体験入学 

12 月 保護者懇談会，第２回生徒総会，２学期終業式 

1 月 ３学期始業式，総合テスト(３年)，吹奏楽アンサンブルコンテスト，新生徒会発足，伊那中公開 

2 月 県立高校前期選抜入試，３学期期末テスト・総合テスト(３年)，授業参観・PTA 総会 

3 月 県立高校後期選抜入試，球技クラスマッチ（１,２年），３年生を送る会，同窓会入会式（３年）卒業証書授与式，３学期終業式 
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令和３年度 伊那市立伊那中学校 「向学の気風あふれる学校づくり」グランドデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【伊那中の根底にある教育理念】  「愛」（あい） 

             愛とは、寛容、忍耐、感謝である それは人を信じることなくして成り立たない 

【学校目標】 志を持て 勉強せよ 親切に 

○どの生徒にも居場所があり、可能性の芽を伸ばす学校 
○生徒と教師が学び合い、高め合う喜びを実感する学校 
○思考し、自立した学びや生活が営まれる学校 
○地域を愛し、保護者・地域から信頼される学校 
 

めざす

生徒像

夢や目標に向かい、主体的に行動できる生徒

自主的・主体的に学び、学力を伸ばす生徒

人やものの“いのち”を大切にする生徒

地域を愛する心 地域を創生する力 「ふるさと伊那谷学」 

○地域のことを、地域の人と、地域のやり方で学ぶ活動を、各教科や総合的な学習の時間、生徒会活動で展開します。 

【全校】アントレプレナーシップ教育 地域住民や高校生と伊那の将来を語る会 地域住民が講師の授業 近隣保育園との合同避難訓練 

【３年】起業家ミーティング 地元高校生とのディスカッション 【２年】連続５日間の職業体験学習 伊那市中学生キャリアフェスティバル 

【１年】上伊那めぐり 地元のよさを全世界に発信する活動      【特支学年】地域の多彩な専門知識･技術をもった方々を招いた自立活動 

○地域住民が学校運営や授業づくりに参画することで、多様な活動や学びの環境づくりを進めます。 

○学校開放日を設けたり、学校だよりや学校HPで広報したりすることで、本校の取り組みや生徒の様子を外部に発信し、 

寄せられる「声」を大事にしながら、学校‐生徒‐家庭‐地域が連携して伊那中づくりを進めます。 

望む

教師像

心身ともに明るく健康で、情熱と使命感に燃える教師

自己課題を持ち、生徒･同僚･地域･保護者から謙虚に学ぶ教師

豊かな人間性と広い教養、高い専門性を磨く教師

社会に出てから、生きてはたらく力をつける学校生活 

○一人ひとりの力が集結して活動を進める学級活動・生徒会活動・行事、目標に向かって切磋琢磨する部活動を目指します。 

○自ら課題を見つけ、自ら学び、主体的に判断し、よりよく問題を解決する力が育まれる総合的な学習の時間を行います。 

○自分の将来に期待が持てる、地域資源を活用したキャリア教育を進めます。 

○学校や大人が決めた「枠」にとらわれない、生徒による学校生活の「枠」づくりの場を保障します。 

○「こころの学習（道徳‐人権教育‐健康教育‐性教育）」を行い、自他の存在を尊重し、自己有用感を育みます。 

○定期的な面談や学校生活アンケートを実施し、教師や家庭、外部機関との連携による、いじめの早期発見と解決に努めます。 

分かる授業、役に立つ授業、探究的な学習 

○生徒が課題発見し、解決方法を見出し、追究する授業を目指します。 

○分かったことや疑問として残ったことを発言したり文章でまとめたり、発表したりする機会を確保します。 

○ICT機器の持つ教育的効果を活用した授業を行い、調べる力・まとめる力・伝える力・記録する力を高めます。 

○探究学習「Inachu My Challenge」を通して、自己課題の解決につながったり、自分自身の興味・関心に基づいたりする 

学習を行います。 

○学習する場を教室に、学習する時間を授業に限定せず、個々の特性に合わせた学習する環境や方法の保障を心がけます。 

○学力に係わる各種検査の結果を分析して、教師の授業改善を図ることで生徒の学力向上に努めます。 

 

「授業が学校づくりの根幹」を合い言葉に、生徒

が主体的に学ぶ授業を通して、思考力・判断力・

表現力を高め、自立した生徒をめざします。 



日課表 

 
完全下校時刻（部活終了の目安は完全下校１５分前） 

❖ ～４月中旬 １８：１５ 
❖  ４月下旬～７月 １８：３０ 
❖  ８月～９月中旬 １８：１５ 
❖  ９月下旬 １８：００ 
❖ １０月上旬 １７：３０ 
❖ １０月中旬～下旬 １７：１５ 
❖ １１月 １７：００ 
❖ １２月 １６：４５ 
❖  １月 １７：００ 
❖  ２月 １７：１５ 
❖  ２月下旬～３月 １７：４５ 

 

月、火、木、金曜日の日課  水曜日の日課 
昇 降 口 開 錠 ８：００  昇 降 口 開 錠 ８：００ 
朝 の 活 動 ８：３０～８：３５  朝 の 活 動 ８：３０～８：３５ 
１ 時 間 目 ８：４５～９：３５  １ 時 間 目 ８：４５～９：３５ 
２ 時 間 目 ９：４５～１０：３５  ２ 時 間 目 ９：４５～１０：３５ 
３ 時 間 目 １０：４５～１１：３５  ３ 時 間 目 １０：４５～１１：３５ 
４ 時 間 目 １１：４５～１２：３５  ４ 時 間 目 １１：４５～１２：３５ 
給  食 １２：３５～１３：２５  給  食 １２：３５～１３：２５ 
５ 時 間 目 １３：３０～１４：２０  ５ 時 間 目 １３：３０～１４：２０ 
６ 時 間 目 １４：３０～１５：２０  全校一斉清掃 １４：４０まで 
学  活 １５：４０終了目安  学  活 １５：００終了目安 
放 課 後 清 掃 １５：４５～  完 全 下 校 １５：１０ 

１０月～１１月は新人戦を残す運動部のみ 
１８：００まで活動を延長できる 

１１月～２月上旬は週 2 日程度、１８：００
まで活動を延長できる 

伊那市立伊那中学校 
住 所  〒396‐0025 長野県伊那市荒井 4460 番地 

電 話 0265‐72‐6168 

Ｆ ａ ｘ  0265‐72‐6169 

    http://www.ina-ngn.ed.jp/∼inatyu/ 


